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完

成
令

和
３

年
３

月
2
8
日

、小
石

原
川

ダ
ム

が
完

成
し

ま
し

た
。

洪
水

調
節

、
水

道
用

水
の

確
保

、
河

川
環

境
の

保
全

お
よ

び

渇
水

対
策

の
機

能
を

備
え

た
こ

の
ダ

ム
が

、
朝

倉
市

の
新

た
な

地
域

資
源

と
な

り
、

江
川

ダ
ム

、
寺

内
ダ

ム
と

合
わ

せ
た

３
ダ

ム
総

合
運

用
に

よ
り

有
効

に
活

用
さ

れ
る

こ
と

を
期

待

し
ま

す
。  　
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令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
は
、

２
月
24
日
に
招
集
さ
れ
３
月
18
日

ま
で
の
23
日
間
の
会
期
日
程
で
開

会
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
市
長
が
施
政
方
針

を
述
べ
、
報
告
３
件
、
議
案
37
件
、

意
見
書
案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
そ

の
後
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
８
人
の
議
員
が
行

い
、
市
長
施
政
方
針
、
防
災
減

災
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
、

男
女
共
同
参
画
事
業
、
小
田
茶

臼
塚
古
墳
、
職
員
の
収
賄
事
件

等
に
つ
い
て
の
質
問
が
行
わ
れ
、

執
行
部
と
積
極
的
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
に
は
追
加
議
案
１
件

が
上
程
さ
れ
、
議
案
等
の
質
疑

を
行
っ
た
後
、
各
常
任
委
員
会
に

付
託
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員

会
で
執
行
部
か
ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
、

慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
令

和
３
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
予
算

審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
４
日
間

に
わ
た
り
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
追
加
議
案
７
件
、
発
議

案
２
件
が
上
程
さ
れ
、
委
員
会
付
託
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
委
員
長
か
ら
審

査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
討
論
・
採
決
を

行
い
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
等
し
、
本
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

令和３年度一般会計予算379.3億円を可決令和３年度一般会計予算379.3億円を可決
前年度比34.7億円の減前年度比34.7億円の減

3月定例会3月定例会

会期日程
◎開会
○会期の決定
○会議録署名議員の指名
○施政方針
○議案等の上程
○提案理由の説明
○予算審査特別委員会の設置
◇予算審査特別委員会

（考案日）
○一般質問（５人）
○一般質問（３人）
○追加議案の上程
○提案理由の説明
○議案等の質疑
○議案等の委員会付託
◇常任委員会
◇予算審査特別委員会
　（事務整理日）
○追加議案等の上程
○提案理由の説明
○追加議案等の質疑
○追加議案等の委員会付託
◇常任委員会
○議案等の審議
　（委員長報告　質疑・討論・
　 採決）
○諸般の報告
◎閉会

2月24日

25・26日
3月1日

2日

3・4日
9～12日
15・16日

18日

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

詳
細
か
つ
慎
重
な
審
査
を

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
委
員
会
付
託
案
件

委
員
会
付
託
案
件

発
議
案　

朝
倉
市
議
会

    

会
議
規
則
、
委
員
会
条
例
を

改
正
し
ま
し
た

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）を

　
　
　
　
　
　
　
　

定
め
ま
し
た

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、災
害
時
の
議
会
の
あ
り
方
や
議
員
の

動
き
方
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
必
要
性
が
重
要
視
さ
れ
、朝
倉

市
議
会
で
は
、地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
に
備
え
、平
成
29
年

５
月
に「
朝
倉
市
議
会
災
害
対
応
要
綱
」を
定
め
、行
動
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
受
け
、

感
染
症
等
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
し
、大
規
模
災
害
発

生
状
況
下
に
お
い
て
も
議
会
の
機
能
や
役
割
を
維
持
し
つ
つ
、

市
民
の
安
全
確
保
と
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
図
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
組
織
体
制
や
議
員
の
行
動
基
準
を
定
め
た
朝
倉

市
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
押
印
の
廃
止
を
推
進
す
る
た
め
、

請
願
書
を
提
出
す
る
際
、こ
れ
ま
で
請
願
者
の
押
印
が
必
要

だ
っ
た
も
の
が
、請
願
者
の
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
で
提
出
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、女
性
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の

参
画
を
促
す
た
め
、欠
席
等
の
届
出
事
由
と
し
て「
介
護
、配
偶

者
の
出
産
補
助
」等
を
規
定
し
、あ
わ
せ
て
出
産
に
伴
う
欠
席

期
間
の
範
囲
を
明
文
化
し
ま
し
た
。

　 議 案等の詳 細な
審査と結果の報告を
委員会に委ねることを

「委員会付託」といい、
付託された委員会は、
審査の結果を本会議
で報告します。
　ここでは、各常任委
員会で審査された案
件の一部を掲載してい
ます。
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３
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
５
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
朝
倉
市
久
喜
宮
地
域
防
災

拠
点
施
設
条
例
を
制
定

　

災
害
時
に
お
け
る
拠
点
施

設
、
ま
た
、
平
常
時
に
お
け

る
市
民
の
防
災
意
識
の
醸
成

と
地
域
住
民
の
交
流
の
拠
点

施
設
と
し
て
久
喜
宮
地
域
防

災
拠
点
施
設
を
設
置
し
ま

す
。

　

執
行
部
に
よ
る
と
「
朝
倉

市
久
喜
宮
地
域
防
災
拠
点

施
設
条
例
」
は
、
防
災
拠
点

施
設
と
し
て
の
目
的
に
沿
っ

て
「
朝
倉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
条
例
」
を
基
本
と

し
た
条
文
が
整
理
さ
れ
て
お

り
、
運
営
内
容
や
施
設
使
用

料
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
平
成
29
年

７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
発

生
後
、
市
で
初
め
て
防
災
拠

点
と
し
て
設
置
さ
れ
る
施
設

で
あ
り
、
地
域
活
動
の
拠
点

と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
発
展
的
な

運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
、
全
員
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

☆
朝
倉
市
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画（
杷
木
地
域
）を
変
更

　

朝
倉
市
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
（
杷
木
地
域
）
に
「
定

住
促
進
住
宅
整
備
事
業
」
を

追
加
し
、
移
住
・
定
住
を
希

望
す
る
世
帯
に
住
宅
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
松
末
地
域
の

復
興
と
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
定
住
促
進

住
宅
整
備
事
業
は
、
豪
雨
災

害
で
被
災
さ
れ
た
松
末
地
域

の
方
々
の
希
望
も
あ
っ
て
検

討
し
て
き
て
お
り
、
安
全
に

配
慮
し
て
建
設
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
全
員
異
議
な

く
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

　

３
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
13
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
健
康
福
祉
館
指
定
管
理
者

に
「
㈱
ク
リ
ー
ン
商
会
」
を

指
定

　

健
康
福
祉
館
の
管
理
運
営

は
、
平
成
31
年
度
か
ら
市
直

営
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
６
月

ま
で
大
規
模
改
修
の
た
め
休

館
し
、
そ
の
後
の
管
理
運
営

を
指
定
管
理
者
が
行
い
ま

す
。
指
定
管
理
者
候
補
者
の

選
定
は
、
施
設
の
維
持
管
理

が
適
正
に
な
さ
れ
る
か
、
自

主
事
業
や
利
用
者
増
加
の
た

め
の
方
策
が
と
ら
れ
る
か
な

ど
の
観
点
か
ら
、
応
募
団
体

の
財
政
状
況
、
運
営
実
績
な

ど
の
評
価
に
重
点
を
お
き
審

査
さ
れ
ま
し
た
。
利
益
が
生

じ
た
場
合
は
、
一
定
額
を
市

に
納
め
る
と
い
う
条
件
も
あ

り
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
市
と
指
定

管
理
者
と
が
密
に
連
携
し
、

市
民
が
満
足
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
な
運
営
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
、
全
員
異
議

な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

☆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
傷
病
手
当
金
の
支
給
対

象
を
整
理

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
感
染
し
、
ま
た
は
感

染
が
疑
わ
れ
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
に
対
し
て
支
給

さ
れ
る
傷
病
手
当
金
に
つ
い

て
、
支
給
対
象
者
の
定
義
を

整
理
す
る
も
の
で
す
。

　

変
異
株
へ
の
感
染
お
よ
び

感
染
疑
い
の
場
合
も
対
象
と

な
り
、
現
在
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
応
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
委
員
会

で
は
、
全
員
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

　

３
月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た

議
案
16
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

☆
朝
倉
市
池
の
迫
団
地
条
例

を
制
定

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
29
年

７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に

よ
る
被
災
者
の
松
末
地
域
内

で
の
住
宅
再
建
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
か
ら
の
移
住
な

ら
び
に
子
育
て
世
帯
お
よ
び

若
年
夫
婦
世
帯
の
移
住
に
よ

る
復
興
と
活
性
化
を
目
的
と

し
た
定
住
促
進
住
宅
の
設
置

お
よ
び
管
理
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

入
居
者
の
資
格
は
、
平
成

29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災

害
に
よ
る
被
災
者
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
か
ら
の
移
住

者
、
子
育
て
世
帯
等
で
、
生

活
の
本
拠
と
し
て
住
宅
に
居

住
し
、
地
域
活
動
に
積
極
的

に
参
加
で
き
る
等
の
条
件
を

満
た
す
も
の
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
全
員
異
議

な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

☆
市
道
の
構
造
の
技
術
的
基

準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正

　

道
路
法
改
正
に
よ
り
、
交

通
事
故
の
防
止
を
図
る
た

め
に
設
置
す
る
施
設
と
し
て

「
自
動
運
行
補
助
施
設
」
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

磁
気
マ
ー
カ
ー
等
を
道
路
の

路
面
下
に
設
置
し
、
自
動
運

転
車
等
の
運
行
を
補
助
す
る

施
設
で
す
。
設
置
し
た
自
動

運
行
補
助
施
設
の
磁
気
や
電

波
を
車
両
の
セ
ン
サ
ー
が
感

知
し
、
走
行
時
の
自
己
位
置

特
定
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
民
間
事
業
者
等
が

自
動
運
行
補
助
施
設
を
設
け

る
場
合
の
道
路
占
用
許
可
お

よ
び
占
用
料
の
徴
収
方
法
等

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、
全
員
異
議

な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

朝
倉
市
健
康
福
祉
館「
卑
弥
呼
ロ
マ
ン
の
湯
」の

よ
り
よ
い
運
営
を

環
境
民
生
常
任
委
員
会

松
末
地
域
の
復
興
と
活
性
化
の
た
め

定
住
促
進
住
宅
を
設
置

建
設
経
済
常
任
委
員
会

久喜宮地域

防災拠点施設

卑弥呼ロマンの湯
令和３年６月末まで
改修のため臨時休館中

朝
倉
市
初
の
防
災
拠
点
施
設
が

　
　
　
　
　
　

設
置
さ
れ
ま
す

総
務
文
教
常
任
委
員
会
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３
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
の

４
日
間
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

を
開
き
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
予
算
は
、
令
和
２

年
度
予
算
額
４
１
４
億
円
と
比

較
す
る
と
34
億
７
千
万
円
（
８
・

38
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
29
年
７
月
九
州

北
部
豪
雨
災
害
の
被
災
後
４
年

目
と
な
り
、
災
害
等
の
関
連
予

算
が
復
旧
事
業
の
進
捗
等
に
よ

り
約
26
億
円
減
の
約
１
０
０
億

円
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

災
害
関
連
予
算
は
、
令
和
元
年

度
お
よ
び
令
和
２
年
度
か
ら
の

繰
越
事
業
等
約
70
億
円
と
合
わ

せ
て
、
実
質
約
１
７
０
億
円
が
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
市
税
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
、
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
と

と
も
に
、
地
方
創
生
・
人
口
減
少

対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
い
っ
た
重
要
な

施
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
施
策
の
重
点
化

と
効
率
的
な
配
分
の
推
進
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
市
民
の
要
求
や

期
待
に
応
え
る
予
算
編
成
で
あ

る
か
ど
う
か
、
各
事
業
の
取
組
等

に
つ
い
て
多
く
の
質
疑
が
行
わ

れ
、全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

   　

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪

雨
で
被
災
し
た
地
域
で
の
、
営
農

再
開
に
向
け
た
施
設
や
農
業
機

械
の
導
入
整
備
等
に
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪

雨
災
害
以
降
の
被
災
し
た
宅
地

嵩
上
げ
等
の
費
用
に
対
し
補
助

を
行
い
ま
す
。

　

水
源
地
域
活
性
化
の
た
め
、
小

石
原
川
ダ
ム
の
湖
岸
に
公
園
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

　

二
輪
車
を
対
象
と
し
た
交
通
公

園
と
し
て
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
木
和
田
導
水
取
水
施
設
に
隣

接
す
る
広
場
に
親
水
公
園
を
整

備
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
助
成
を

行
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
青
少
年

が
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
機
会

を
提
供
し
、
活
動
を
通
し
て
青
少

年
の
健
全
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
朝
倉
市
で
開
催
さ

れ
る
小
倉
百
人
一
首
競
技
か
る
た

全
国
中
学
生
選
手
権
大
会
に
お
い

て
、
百
人
一
首
ゆ
か
り
の
地
と
し

て
、
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

　

コ
ア
山
に
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
コ
ー
ス
を
整
備
し
、
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

注　

コ
ア
山
…
ダ
ム
の
材
料
と

な
る
土
を
採
取
し
た
山

　

夫
婦
と
も
に
婚
姻
日
に
お
け
る

年
齢
が
39
歳
以
下
か
つ
所
定
の
所

得
要
件
を
満
た
す
新
規
婚
姻
世

帯
を
対
象
に
、
婚
姻
に
伴
う
住
宅

取
得
費
用
等
を
支
援
し
ま
す
。

一般会計予算は約一般会計予算は約379.3379.3億円億円　　前年度比8.38％の減前年度比8.38％の減
災害関連予算災害関連予算99 .799 .7億円確保億円確保

 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
災
害
復
興
へ
向
け
て

 

最
大
限
の
取
組
を

「
九
州
北
部
豪
雨
被
災

産
地
復
興
加
速
化
支
援

事
業
」に

３
３
５
９
万
円

「
木
和
田
親
水
公
園
整

備
事
業
」に

１
億
３
５
１
８
万
円

「
小
石
原
川
ダ
ム
ふ
れ
あ

い
公
園
整
備
事
業
」に

９
６
０
０
万
円

「
百
人
一
首
全
国
大
会
で

行
う
市
の
P
R
事
業
」に

１
０
５
万
円

「
小
石
原
川
ダ
ム
コ
ア
山

活
用
事
業
」に６

０
０
万
円

「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
支
援

事
業
」に

１
４
９
万
円

「
住
宅
嵩か

さ

上
げ
等
浸
水

対
策
促
進
事
業
」に

３
０
０
０
万
円

「
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
」に

１
２
０
０
万
円

被災した農業者の
営農再開を支援します

市の PRに繋げます

新たな観光の目玉に

予算審査特別委員会予算審査特別委員会

【予算審査特別委員会】令和3年6月1日号 あさくら市議会だより

4



一般会計当初予算　　379.3億円　　　（前年： 414 億 円 ）

特別会計当初予算　　 144億円　（前年：145.9 億円 ）

企業会計当初予算　　 55.2億円　（前年：57.6 億 円）

※企業会計の予算額については、収益的および資本的支出の合計額です。
※１万円未満切り捨てのため、計が一致していません。

区　　分
令和2年度

当初予算額（A)

令和3年度

当初予算額（B)
対前年度比較

増減額（B）-（A） 増減率

一 般 会 計 （ １ ） 414億円 379億3,000万円 △34億7,000万円 △ 8.38％

特別会 計 　 小 計（２) 145億9,041万円 144億156万円 △1億8,885万円 △ 1.29％

住宅新築資金等貸付 684万円 612万円 △71万円 △ 10.48％

簡 易 水 道 479万円 507万円 27万円 5.78％

国 民 健 康 保 険 75億5,810万円 74億736万円 △1億5,074万円 △ 1.99％

事 業 勘 定 72億5,335万円 71億1,612万円 △1億3,722万円 △ 1.89％

直 診 勘 定 3億475万円 2億9,123万円 △1,351万円 △ 4.44％

後 期 高 齢 者 医 療 9億4,631万円 9億5,669万円 1,038万円 1.10％

介 護 保 険 60億7,368万円 60億2,568万円 △4,799万円 △ 0.79％

工 業 用 地 造 成 事 業 67万円 61万円 △6万円 △ 9.00％

企 業会 計 　 小 計（３) 57億6,749万円 55億2,758万円 △2億3,991万円 △ 4.16％

工 業 用 水 道 事 業 5億1,839万円 2億162万円 △3億1,677万円 △ 61.11％

水 道 事 業 9億1,370万円 10億3,947万円 1億2,576万円 13.76％

下 水 道 事 業 43億3,539万円 42億8,648万円 △4,890万円 △ 1.13％

合計（１）＋（２）＋（３) 617億5,791万円 578億5,914万円 △38億9,876万円 △ 6.31％

【予算審査特別委員会】 令和3年6月1日号あさくら市議会だより
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　　あさくら“縁”結び会員の状況はQ
　　 46人の方に登録いただき、交際に発展された方が

いる
A

���　
　

�「
観
光
・
食
・
農
」
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
、
令

和
２
年
度
と
比
較
し
予
算
が
増
額
し
て
い
る
が
、
原
因
と

な
っ
た
構
築
委
託
料
の
内
容
は
何
か
。

 　
　

 

令
和
元
年
度
に
、
秋
月
地
区
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
利
用
し
た
観
光
マ
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
。

令
和
３
年
度
は
、
秋
月
地
区
で
構

築
し
た
も
の
を
朝
倉
市
全
域
に
広

げ
て
い
く
た
め
、
必
要
な
構
築
を

追
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

QA

チェック
　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
４
日
間
の
日

程
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
中
で
行
わ
れ
た
質

疑
と
答
弁
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

��　
　

�「
観
光
・
食
・
農
」
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�������

　
　

事
業
の
構
築
委
託
料
の
内
容
は�
Q

 　
　

   
観
光
マ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
朝
倉
市
全
域
に

広
げ
て
い
く

A

　
　

�

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
支
援
事
業
の
予
算
増
額

の
理
由
は

Q
　
　

 

コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動　

に
経
費
が
か
か
る
こ
と
か
ら
補
助
を
増
額
す
る

A

注目のスポットをQRコード付マップで案内

Q あさくら“縁”結び会員の状況はどうなっているのか。

 　　 46人の方に登録いただき、内訳は女性18人、男性28人となっ

ている。これまで、引き合わせを行い、実際にお会いするまで

に至った方がおられ、２組が交際にまで発展された。

 今後、コロナ禍ということもあり、出会いの場を作るイベントを

模索しており、その一環としてインターネットを利用したウェブイ

ベントによる交流を計画している。

　　あさくら“縁”結び応援協議会の内容は。

 　　 朝倉商工会議所、朝倉市商工会、

筑前あさくら農業協同組合、朝倉青

年会議所、あさくら観光協会および

朝倉市が構成員である。構成団体

の方 に々も会員登録を呼びかけてい

ただき、会員数を増やすとともに、

それぞれの団体の良さを開催するイ

ベントに生かしたいと考えている。

A

Q
A

 　
　

 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
支
援
事

業
の
予
算
は
、
令
和
２
年
度

と
比
較
し
、
36
万
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
何
か
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動

は
、
少
子
化
に
よ
る
遠
方
へ
の
遠

征
や
コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
り
、
非
常

に
経
費
が
か
か
る
状
況
に
あ
る
。

令
和
３
年
度
は
、
団
員
一
人
あ

た
り
３
０
０
円
か
ら
８
０
０
円
に

補
助
を
増
額
す
る
。

QA

【予算審査特別委員会】令和3年6月1日号 あさくら市議会だより
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　　災害対応のため他自治体から派遣していただく職員の人数はQ

　　�移住・定住推進事業で具体的に　　
何を行うのか

Q

　　令和３年度は39人分の予算を計上しているA

　　 朝倉市のPR動画の作成等を行うA

　　�移住・定住推進事業では１,６００万円の予

算をつけ、力を入れているが、具体的に何

を行うのか。

　　 お試し居住の運営・管理、移住コーディネー

ト等を行いたいと考えている。また、ＰＲ動画

を作成し、言葉で説明を聞くより、動画で見る

ことで朝倉市の身近な風景が感じられるように

する。様 な々場所の暮らしやすさをＰＲする動

画を作成し、地域おこし協力隊と一緒に事業

を進めていきたい。

Q

A

　　�災害対応のため他の自治体から派遣していただく職員に関

する予算は、令和２年度と比較し減額している。令和３年

度予算では派遣していただく職員を何人で考えているのか。

　　 令和３年度は、39人で予算計上している。他の自治体から職員

を中長期派遣していただくことは、あと数年と考えているが、全国

的な災害の多発やコロナウイルス感染症対策のため、職員を派

遣していただける自治体が少なくなっている。市長会等を通じて

派遣要請を行っているが、要請どおりの人数を派遣いただいてい

る状況ではなく、職員の新規採用や任期付採用により対応してい

る。

Q

A

　
　

�

観
光
宣
伝
事
業
で
特
に
力
を
入
れ
よ
う
と
し

て
い
る
事
業
は

Q
　
　

 
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
外
国
語
で
の
観
光

情
報
発
信
等
を
行
っ
て
い
く

A

子どもの笑顔　輝くまち　朝倉市

予算予算を

　
　

�

観
光
宣
伝
事
業
で
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
４
人
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
対
応
１
人

が
採
用
さ
れ
る
。
令
和

３
年
度
に
特
に
力
を
入

れ
よ
う
と
し
て
い
る
事

業
は
何
か
。

　
　

 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
で
４
人

の
採
用
を
予
定
し
て
お
り
、

外
国
語
で
朝
倉
市
の
観
光

情
報
を
発
信
す
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
立
ち
上
げ
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
対
応

１
人
に
つ
い
て
は
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
提
案
、
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡

充
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

Q

A

　
　

 

地
区
が
行
う
市
道
お
よ
び
里

道
の
改
良
、
水
路
の
改
良
な

ど
に
補
助
を
行
う
地
域
環

境
整
備
補
助
事
業
の
予
算
額

は
５
千
万
円
だ
が
、
何
年
間

５
千
万
円
に
据
え
置
い
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
朝
倉
市
全

体
で
ど
れ
く
ら
い
の
事
業
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

 

３
年
間
、
予
算
額
を
５
千
万

円
に
据
え
置
い
て
い
る
。
令

和
２
年
度
の
地
域
別
事
業
数

は
、
甘
木
地
域
が
42
件
、
朝

倉
地
域
が
10
件
、
杷
木
地
域

が
11
件
で
あ
る
。

　
　

�

一
般
の
工
事
費
や
人
件
費
の

高
騰
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
の
多

様
化
な
ど
を
考
え
る
と
、
事

業
の
目
的
で
あ
る
「
地
域
の

生
活
環
境
改
善
」
を
果
た
し

て
い
な
い
現
状
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　

  

限
ら
れ
た
予
算
内
で
対
応
し

て
い
る
が
、
今
後
、
要
綱
の

緩
和
も
考
慮
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

�

地
域
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
要
望
が

多
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

 

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
今
後
協
議
し
て
い

き
た
い
。

QA

QAQA

　
　

��

地
域
環
境
整
備
補
助
事
業
は
市
全
域
で

ど
れ
く
ら
い
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か

Q
　
　

令
和
２
年
度
の
事
業
数
は
63
件
で
あ
る

A

完了後

着工前

地
域
の
生
活
環
境
を
改
善

【予算審査特別委員会】 令和3年6月1日号あさくら市議会だより
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災
害
か
ら
の
復
旧
は
、
計
画
ど
お
り
に
終
わ
る
の
か

　
　

 

現
時
点
で
明
確
な
完
成
時
期
は
明
ら
か
で
な
い

Q
A

　
　

河
川
災
害
復
旧
事
業
に
つ

い
て
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

原
形
復
旧
箇
所
に
つ
い
て

は
、
国
施
工
は
令
和
２
年
６
月

末
で
完
了
。
県
施
工
は
55
箇
所

全
て
着
手
済
み
。
こ
の
内
40
箇

所
が
完
成
。
完
成
率
は
73
％
と

な
っ
て
い
る
。　

　

市
施
工
は
82
箇
所
全
て
着
手

済
み
。
こ
の
内
71
箇
所
が
完
成
。

完
成
率
は
87
％
で
あ
る
。

　
　

市
道
橋
梁
の
復
旧
の
進
捗

状
況
は
。

　
　

市
道
橋
梁
に
つ
い
て
は
、

QA

QA

　一般質問は、年４回開
催される定例会の中で行
われます。
　ここに掲載したもの
は抜粋ですので、全文に
つきましては、会議録を
閲覧されるか、市議会の
ホームページでご確認く
ださい。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

令
和
３
年
度
市
長
施
政
方
針
を
問
う

質
問
者
８
人
　
感
染
症
対
策
の
た
め

本
定
例
会
は
傍
聴
自
粛
を
お
願
い
し
ま
し
た

北川 清文 議員
質問項目
１　現状における災害の復旧・復興

の進捗状況について
２　GIGA スクールタブレット配備

および通信整備確認について

66
橋
の
う
ち
54
橋
は
着
手
済
み
。

着
手
率
は
81
％
。
ま
た
、
36
橋

が
完
成
。
完
成
率
は
54
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

市
道
山
田
黒
川
線
に
つ
い

て
、
今
後
の
工
事
進
捗
状
況
は
。

　
　

市
で
行
っ
て
い
る
道
路
災

害
復
旧
工
事
の
ほ
か
に
、
林
野

庁
の
治
山
工
事
、
県
の
砂
防
工

事
が
同
時
に
行
わ
れ
て
お
り
、

い
ま
だ
通
行
の
再
開
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

　
　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
、住

民
自
ら
が
命
を
守
る
た
め
、市
は

避
難
訓
練
の
取
組
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　

避
難
訓
練
は
、
災
害
発
生

時
の
適
切
な
行
動
を
学
ぶ
機
会

で
あ
り
、
訓
練
を
通
し
て
、
住

民
同
士
が
顔
の
見
え
る
関
係
を

作
り
、
地
域
で
協
力
し
合
う
体

制
を
築
く
有
効
な
取
組
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

小　

小
・
中
学
校
児
童
生
徒
、

教
師
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
備
は
。 

　
　

教
師
用
２
５
５
台
、
全
児

童
生
徒
用
３
９
５
８
台
が
配
備

完
了
し
て
い
る
。

　
　

各
学
校
の
管
理
職
、
小
学

校
に
お
い
て
は
主
幹
教
諭
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
配
備
さ
れ
て
い
な

い
と
の
こ
と
だ
が
配
備
は
。

　
　

学
校
の
状
況
等
を
見
て
、

管
理
職
、
主
幹
教
諭
等
へ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

協
議
し
、
考
え
て
い
き
た
い
。

��

復
旧
し
た
向
橋(

黒
川)

QAQ

AQAQ

A
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小
石
原
川
ダ
ム
を
経
由
す

る
国
道
５
０
０
号
の
開
通
の
遅

延
が
何
度
と
な
く
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
が
、い
つ
開
通
す
る
の

か
。

　
　

６
月
供
用
開
始
を
目
指
す

が
、
地
滑
り
な
ど
で
安
全
確
保

が
で
き
な
い
場
合
は
延
期
さ
れ

る
。

　
　

両
筑
平
野
用
水
の
水
利
権

量
へ
の
住
民
の
不
満
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。

　
　

営
農
に
支
障
が
な
い
よ
う
、

用
水
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

両
筑
平
野
用
水
が
及
ぼ
す

水
路
の
汚
染
・
悪
臭
、
防
火
用

水
不
足
に
対
す
る
住
民
の
不
安

感
を
ど
う
改
善
す
る
の
か
。

　
　

次
の
水
利
権
更
新
期
に
向

け
て
関
係
市
町
と
連
携
し
、

県
や
水
資
源
機
構
に
対
応
を

求
め
る
。

　
　

畜
産
団
地
跡
地
は
計
画
的

に
官
民
共
同
で
整
備
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

今
ま
で
は
民
間
団
体
の
提
案

を
受
け
て
い
た
が
、
詳
細
な
計
画

が
な
い
。
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え

る
。

　
　

大
変
好
評
で
あ
っ
た
コ
ロ

ナ
に
関
す
る
給
付
金
申
請
手
続

き
の
支
援
「
あ
な
た
の
申
請
と

ど
け
隊
」
の
効
果
は
。

　
　

１
２
８
件
の
申
請
で
、

１
億
１
千
万
円
を
超
え
る
給
付

額
と
な
っ
た
。

　
　

朝
倉
市
の
偉
人
で
あ
る
緒

方
春
朔
を
、
も
っ
と
積
極
的
に

継
続
し
て
情
報
発
信
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　

引
き
続
き
調
査
研
究
を
進

め
、勉
強
会
や
市
民
講
座
な
ど
を

計
画
し
、情
報
発
信
に
努
め
る
。

　
　

買
い
物
弱
者
支
援
を
甘
木

地
区
で
も
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

相
談
が
あ
れ
ば
支
え
合
い
の

体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
く
。

　
　

今
後
、公
園
な
ど
が
土
砂
で

長
期
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
な

い
よ
う
、災
害
土
砂
置
場
の
計
画

策
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

QA

QAQAQAQ

AQAQAQA

Q 
ど
の
よ
う
な
水
源
地
あ
さ
く
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
か

　
　
　

 

治
水
、
利
水
、
環
境
の
３
視
点
。
水
と
共
に
発
展
し
て
い
く

A

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
体
制
は
万
全
か
。

　
　

対
策
室
を
設
け
、
人
員
を

し
っ
か
り
配
置
し
、
総
動
員
で
準

備
し
て
い
る
。

　
　

２
回
の
接
種
が
必
要
だ
が
、

デ
ー
タ
処
理
に
混
乱
は
き
た
さ
な

い
か
。

　
　

接
種
会
場
の
そ
の
場
で

デ
ー
タ
処
理
を
す
る
の
で

大
丈
夫
。

　
　

市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　

接
種
時
に
接
種
済
証
を
渡

し
、
不
明
な
点
や
な
く
し
た
場

合
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
対
応

す
る
。

　
　

自
力
で
接
種
会
場
へ
行
け

な
い
方
へ
の
配
慮
は
。

　
　

施
設
内
で
の
接
種
お
よ
び

在
宅
で
の
接
種
を
可
能
と
す
る

予
定
。

　
　

接
種
会
場
の
体
制
は
。

　
　

完
全
予
約
制
で
対
応
。
会

場
で
は
事
前
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
誘

導
を
行
う
。

　
　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

平
等
に
感
じ
て
い
な
い
人
の
割

合
が
高
い
が
対
策
は
。

　
　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
お
り
、
行
政
の
責

務
と
し
て
取
り
組
む
。

　
　

女
性
が
住
み
や
す
い
と
思

え
る
職
場
や
環
境
づ
く
り
が
人

口
減
少
問
題
に
も
効
果
が
上
が

る
と
思
う
が
具
体
策
は
。

　
　

働
く
女
性
に
対
す
る
資
格

講
座
や
定
住
促
進
事
業
、
引
っ

越
し
費
用
の
補
助
、
子
ど
も
医

療
費
の
無
償
化
等
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　

市
長
施
政
方
針
の
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
見
据
え
た
実
効
性
あ

る
施
策
と
は
。

　
　

あ
さ
暮
ら
し
住
宅
補
助
金
、

子
育
て
世
代
定
住
促
進
補
助
金
、

住
宅
嵩
上
げ
等
浸
水
対
策
促
進
、

移
住
・
定
住
支
援
金
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
等
に
取
り
組
む
。

　
　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
。

　
　

あ
さ
く
ら
“
縁
”
結
び
事

業
、
前
向
き
子
育
て
応
援
事
業
、

新
婚
生
活
支
援
事
業
等
に
積
極

的
に
取
り
組
む
。

QAQA

QAQAQAQAQ

AQAQA

 

接
種
体
制
、
男
女
共
同
参
画
、
市
長
施
政
方
針
を
問
う

　
　

 

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む

Q
A

徳永 秀俊 議員
質問項目
１　新型コロナウイルスワクチン

接種について
２　男女共同参画の推進について
３　令和３年度市長施政方針につ

いて

すみよい朝倉市
のために

龍泉池で見られた湧水
（R2.7.11撮影）

熊本　正博 議員
質問項目
１　小石原川ダム建設事業について
２　両筑平野用水について
３　畜産団地跡地について
４　コロナ禍における中小企業
　　の支援について
（全８項目。一部を掲載しています）
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Q 
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
目
的
を
問
う

　

A 

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す

　
　

�

甘
木
・
朝
倉
消
防
署
管
内

の
小
児
救
急
の
約
８
割
が
管
外

の
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ
、
特

に
夜
間
の
搬
送
が
多
く
な
っ
て

い
る
が
、
休
日
夜
間
の
小
児
救

急
医
療
体
制
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

軽
度
の
救
急
患
者
は
朝
倉

医
師
会
の
休
日
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー
、
入
院
加
療
を
要
す
る
二

次
救
急
医
療
は
朝
倉
医
師
会
病

院
へ
搬
送
す
る
が
、
24
時
間

３
６
５
日
の
体
制
を
確
保
し
て

い
な
い
た
め
、
隣
接
す
る
医
療

圏
が
補
完
し
、
救
命
救
急
の
三

次
救
急
医
療
は
管
外
の
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
で
の
受
け
入
れ
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

小
児
救
急
の
夜
間
受
け
入

れ
が
困
難
な
理
由
は
。

　
　

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

小
児
科
の
診
察
時
間
は
、
朝
倉

圏
域
内
で
は
23
時
30
分
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
管
外
へ
の
搬
送

割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
　

保
護
者
の
夜
間
救
急
の
管

内
受
入
れ
要
望
に
対
す
る
市

長
の
小
児
救
急
の
充
実
強
化

方
策
は
。

　
　

日
頃
か
ら
小
児
の
か
か
り

つ
け
医
を
持
つ
こ
と
と
併
せ
、

休
日
夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の

急
病
等
に
対
す
る
相
談
先
の
確

認
お
よ
び
急
病
等
へ
の
対
応
に

関
す
る
市
民
へ
の
啓
発
を
子
ど

も
の
健
診
等
で
保
護
者
に
行
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
く
。　
　
　

　
　

小
田
茶
臼
塚
古
墳
の
活
用

方
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

学
校
教
育
の
活
用
は
、
福

田
小
学
校
６
年
生
の
社
会
科
の

歴
史
学
習
で
地
域
の
史
跡
と
し

て
紹
介
し
、
古
墳
の
墳
丘
模
型

を
甘
木
歴
史
資
料
館
で
常
設
展

示
し
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
観

光
資
源
の
一
つ
と
し
て
周
辺
の
観

光
資
源
と
の
連
携
活
用
を
進
め
、

特
に
平
塚
川
添
遺
跡
公
園
と
一

体
的
活
用
を
考
え
て
い
る
。

朝
倉
市
の
宝

次
代
・
未
来
を
担
う
子
育
て
支
援
を

QA

QAQA

QA

Q  

子
ど
も
の
救
急
医
療
体
制
の
充
実
強
化
を
求
め
る

　

 
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
し
っ
か
り
取
り
組
む

A小島 清人 議員
質問項目
１　子育て支援の充実について
２　国指定史跡小田茶臼塚古墳

保存整備事業について

大庭 きみ子 議員
質問項目
１　男女共同参画の推進について
２　事業評価・予算編成方針につい

て

杷木に設置された男女共同
参画センター (R2.4)

　
　

昨
年
４
月
か
ら
、
杷
木
に

あ
る
女
性
セ
ン
タ
ー
が
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設

し
て
い
る
が
、
そ
の
役
割
、
目

的
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　

設
置
目
的
は
、
男
女
共
同

参
画
の
推
進
で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
て
男
女
共
同
参
画

の
教
育
、
啓
発
を
行
う
。
情
報

の
収
集
お
よ
び
提
供
、
調
査
研

究
、
各
種
相
談
、
市
民
お
よ
び

民
間
団
体
の
活
動
お
よ
び
交
流

の
支
援
な
ら
び
に
男
女
共
同
参

画
の
形
成
に
関
す
る
事
業
を
行

う
。
長
年
の
要
望
も
あ
り
、
ま

ず
は
拠
点
を
整
え
、
市
の
目
的
、

方
針
に
基
づ
い
て
展
開
し
て
い
く
。

　
　

来
年
度
の
事
業
は
、
ど
こ

に
力
点
を
置
き
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
か
れ
る
の
か
。

　
　

Ｄ
Ｖ
相
談
事
業
の
充
実
や

女
性
へ
の
就
労
支
援
と
し
て
資
格

取
得
講
座
の
開
催
、
男
女
共
同

参
画
推
進
団
体
と
協
力
し
た
啓

発
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
出
前

講
座
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　

土
曜
日
や
日
曜
日
の
開
館

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

土
曜
日
は
開
館
し
て
い
る

が
、
休
館
日
で
あ
る
日
曜
日
は

警
備
上
の
問
題
が
あ
り
、
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
意
見
と

し
て
賜
わ
り
た
い
。

　
　

若
い
人
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
行
政
が
市
民
と
共
同
で
男

女
共
同
参
画
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
っ
て
い
く
考
え
は
な
い

の
か
。

　
　

若
い
人
の
掘
り
起
こ
し
は
、

今
後
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て

く
る
の
で
、
効
果
的
な
手
法
を

検
討
し
て
い
る
。
情
報
収
集
に

努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

市
民
と
一
体
と
な
り
、ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
も
の
を
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
で
取
り
入
れ
、
セ

ン
タ
ー
の
機
能
を
活
用
し
、
市

民
へ
の
啓
発
や
広
報
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
部
分
に
知
識

を
広
め
、市
民
に
周
知
し
て
い
く
。

QA

QAQA

QAQA
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Q 
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
の
取
組
を
伺
う

　

A 

企
業
に
出
向
く
な
ど
普
及
お
よ
び
交
付
に
全
力
で
取
り
組
む

　
　

防
災
行
政
無
線
は
、
地
域

に
お
け
る
防
災
、
応
急
救
助
、

災
害
復
旧
に
関
す
る
業
務
に
使

用
。
平
常
時
は
、
一
般
行
政
無

線
に
使
用
で
き
る
無
線
局
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
化
、

高
度
化
す
る
通
信
ニ
ー
ズ
が
要

求
さ
れ
、
平
常
時
に
お
け
る
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
さ
ら
な

る
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

多
様
化
す
る
情
報
提
供
に

つ
い
て
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
情
報
が
伝

わ
っ
た
り
、
動
画
で
配
信
し
た

り
す
る
流
れ
も
聞
い
て
い
る
。

地
元
、
市
民
に
い
ち
早
く
情
報

が
伝
わ
る
よ
う
、
さ
ら
に
多
様

性
を
考
え
て
い
る
。　
　

　
　

原
鶴
温
泉
は
観
光
地
で
あ

り
な
が
ら
上
水
道
が
整
備
さ
れ

て
お
ら
ず
、
井
戸
水
は
水
質
が

悪
い
と
聞
く
。
上
水
道
整
備
の

考
え
は
。

　
　

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制

で
あ
り
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
水
道
事
業
加
入
を
前
提
と
し

た
協
議
を
お
願
い
し
た
い
。
安

全
な
生
活
水
の
確
保
を
目
標
と

す
る
行
政
と
し
て
協
議
を
重

ね
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
今
後

の
施
策
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

小
石
原
川
ダ
ム
水
源
地
域

整
備
計
画
と
は
。

　
　

整
備
計
画
の
う
ち
小
石
原

川
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
公
園
整
備
事

業
と
し
て
、
小
石
原
川
ダ
ム
建

設
工
事
に
よ
っ
て
で
き
た
、
ダ

ム
湖
周
辺
の
１
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
広
場
に
、
二
輪
車
を
対
象
と

し
た
交
通
公
園
を
整
備
し
、
ラ

イ
ダ
ー
等
が
楽
し
め
る
施
設
と

な
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

コ
ア
山
活
用
と
し
て
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
施
設
整
備
に
着

目
し
た
の
は
。

　
　

市
で
は
サ
イ
ク
ル
タ
ウ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
サ
イ
ク

リ
ス
ト
の
受
入
れ
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
コ
ー
ス
の
整
備
は
現

状
の
地
形
を
そ
の
ま
ま
利
用
で

き
る
こ
と
な
ど
か
ら
で
あ
る
。

山
腹
に
あ
る
作
業
路
を
生
か
し
、

斜
面
を
単
に
下
る
だ
け
で
な
く

周
回
で
き
る
コ
ー
ス
設
定
と
な

る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

�

QQ

AQA

QAQA

Q 

水
利
権
の
確
保
に
よ
る
水
道
設
備
の
整
備
計
画
は

　

A 
安
全
な
生
活
水
の
確
保
を
目
標
と
す
べ
き

 柴山 恭子 議員
質問項目
１　令和３年度市長施政方針につ

いて

佐々木 明子 議員
質問項目
１　令和３年度市長施政方針につ

いて
２　放課後児童健全育成事業につ

いて

　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

平
成
27
年
10
月
に
導
入
さ
れ
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

身
分
証
明
、行
政
手
続
に
使
用

さ
れ
、今
後
は
健
康
保
険
証
や

運
転
免
許
証
と
し
て
活
用
さ
れ

る
。

　

朝
倉
市
の
カ
ー
ド
交
付
率
と

普
及
促
進
の
取
組
を
尋
ね
る
。

　
　

２
月
７
日
時
点
の
朝
倉

市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
枚
数
は
８
８
５
３
枚
、交

付
率
は
16
・
76
％
で
あ
る
。
広

報
あ
さ
く
ら
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
等
の
記
事
を
掲
載

し
、啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
　

全
国
の
交
付
率
25
・
３
％

と
比
べ
て
朝
倉
市
の
交
付
率

は
低
い
が
、今
後
の
普
及
促
進

の
取
組
を
伺
う
。

　
　

企
業
な
ど
に
出
向
い
て

普
及
促
進
す
る
な
ど
、
市
民

課
や
総
合
政
策
課
を
中
心
と

し
て
普
及
お
よ
び
交
付
に
全

力
を
尽
く
す
。

　
　

平
成
30
年
２
月
１
日
に

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
て
３
年
が
経
過
し
た
。

昨
年
４
月
か
ら
は
被
災
者
相
談

窓
口
と
業
務
を
統
合
し
、杷
木

支
所
と
朝
倉
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
在
の
活
動
状
況
を
尋
ね
る
。

　
　

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

戸
別
訪
問
や
サ
ロ
ン
の
開
催
を
自

粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
期
間
も
あ
っ

た
が
、
当
初
２
９
５
世
帯
を
支
援

対
象
と
し
て
電
話
相
談
・
窓
口
相

談
を
中
心
に
被
災
者
の
悩
み
相
談
、

住
ま
い
の
再
建
支
援
相
談
対
応
等

を
行
っ
て
き
た
。

　
　

被
災
者
へ
の
支
援
は
、
今

後
も
必
要
で
あ
る
。
地
域
支
え

合
い
セ
ン
タ
ー
は
、
復
興
推
進

室
が
直
営
で
業
務
を
行
っ
て
ほ

し
い
と
要
望
し
て
い
た
が
、
今

後
の
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

１
月
末
で
被
災
者
の
見
守

り
対
象
は
１
０
７
世
帯
に
な
っ

た
が
、今
後
も
被
災
者
の
支
援

を
し
っ
か
り
継
続
し
て
い
く
た

め
復
興
推
進
室
が
直
営
で
行
う
。

Q

AQAQ

AQAマ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
し
ま
し
ょ
う

水
と
緑
、
自
然
豊
か
な
恵
み

の
ま
ち
、
魅
力
と
可
能
性
を

ど
う
引
き
出
す
か
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インターネットで議会を見ることができますインターネットで議会を見ることができます
～朝倉市ホームページが新しくなりました～

新しくなった朝倉市ホームページ

議会の様子

　議会の様子をインターネットでご覧いただけます。
　朝倉市ホームページのトップページ中ほどの「朝倉市議会」メニューから、「議会中継」をお選びください。
　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、傍聴自粛をお願いせざるを得ない状況が続いていま
すが、ご自宅からでも会議の様子を知ることができますので、どうぞご利用ください。
　※今後の議会の傍聴については、随時ホームページ等でお知らせしていきます。

��　
　

戦
略
を
描
く
と
き
の
言
葉

に
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
が

あ
る
。
最
後
は
「
人
」
で
勝
敗

が
決
ま
る
と
思
う
。
社
会
状
況

が
複
雑
に
な
り
、変
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

財
源
も
限
ら
れ
る
た
め
、
市
役

所
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
予
算
だ
け
で

政
策
を
や
っ
て
い
く
の
は
と
て

も
厳
し
い
。
人
事
交
流
や
専
門

人
材
の
受
入
れ
な
ど
民
間
の
力

を
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

朝
倉
市
で
は
、
民
間
企
業

と
の
人
事
交
流
は
行
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
令
和
元
年
10
月

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度

を
導
入
し
、
外
国
人
を
含
む
５

人
が
朝
倉
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
活
性
化
や
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
で
活
躍
し

て
い
る
。
ま
た
、
任
期
付
き
職

員
に
つ
い
て
も
民
間
企
業
経
験

者
を
採
用
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
ス
キ
ル
の
活
用
を
行
い
、

組
織
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

職
員
を
民
間
企
業
に
出
向

さ
せ
、
観
光
や
ブ
ラ
ン
ド
化
な

ど
の
手
法
を
政
策
に
生
か
す
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

限
ら
れ
た
人
材
で
一
番
に

や
る
べ
き
こ
と
は
復
興
で
あ
る
。

職
員
の
力
を
結
集
し
て
や
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
任
期
付
き
職
員

や
中
長
期
派
遣
な
ど
他
の
団
体

か
ら
の
応
援
も
受
け
て
い
る
。

復
興
最
優
先
の
関
係
上
、
ま
だ

手
が
回
ら
な
い
。

　
　

復
旧
だ
け
に
注
力
す
る
と
、

マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
変
え
る

復
興
の
力
が
弱
く
な
る
の
で
は
。

　
　

復
興
後
に
は
人
口
減
対
策

や
地
方
創
生
も
あ
り
、
当
然
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
い
る
。

　
　

新
し
い
発
想
を
入
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
県
か
ら
派

遣
の
副
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　

市
役
所
だ
け
で
考
え
る
の

は
限
界
が
あ
る
。
直
接
的
に
人

を
派
遣
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら

な
い
が
、
民
間
の
発
想
を
取
り

入
れ
て
行
政
を
進
め
た
い
。

Q

AQA

QAQA

Q 

新
し
い
民
間
の
発
想
を
入
れ
る
べ
き

　

A 
市
役
所
だ
け
で
考
え
る
の
は
限
界
が
あ
る

中島 秀樹 議員
質問項目
１　学校安全について
２　市職員による収賄事件の原因

究明と再発防止策について
３　令和３年度市長施政方針につ

いて

新しい発想が必要

ここを
クリック！
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3月定例会で審議した議案等の結果です ◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり議案番号 議案の件名 議案の内容

総務文教常任委員会

第21号議案
朝倉市コミュニティセンター
条例の一部を改正する条例の
制定について

上秋月コミュニティセンターの位置を変更するもの
変更前「朝倉市上秋月 1733 番地
変更後「朝倉市上秋月 1373 番地１」

◎可決

第28号議案 朝倉市久喜宮地域防災拠点施設
条例の制定について

災害時における災害対策活動等の拠点施設として、
久喜宮地域防災拠点施設を設置するもの ◎可決

第30号議案 甘木市・朝倉町・杷木町
新市建設計画の変更について

令和２年度までの計画期間を令和７年度までとするも
の ◎可決

第31号議案 朝倉市過疎地域自立促進計画
（杷木地域）の変更について

計画に定住促進住宅整備事業（第 29 号議案関連）を
加えるもの ◎可決

第37号議案 福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増加及び福岡県市町村職
員退職手当組合規約の変更について ◎可決

環境民生常任委員会

第３号議案 令和３年度朝倉市住宅新築資金等貸付特別会計予算について ◎可決

第５号議案 令和３年度朝倉市国民健康保険特別会計予算について ◎可決

第６号議案 令和３年度朝倉市後期高齢者医療特別会計予算について ◎可決

第7号議案 令和３年度朝倉市介護保険特別会計予算について ◎可決

第13号議案 令和２年度朝倉市住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）について ◎可決

第14号議案 令和２年度朝倉市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について ◎可決

第15号議案 令和２年度朝倉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について ◎可決

第16号議案 令和２年度朝倉市介護保険特別会計補正予算（第３号）について ◎可決

第22号議案 朝倉市立保育所条例の一部を改正
する条例の制定について

秋月保育所と安川保育所を統合することに伴い、
秋月保育所を廃止するもの ◎可決

第23号議案 朝倉市国民健康保険条例の一部を
改正する条例の制定について

新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する
法律が公布されたことに伴い、新型コロナウイルスの定義
を改め、規定の整理を行うもの

◎可決

第24号議案 朝倉市介護保険条例の一部を改正
する条例の制定について

令和３年度から令和５年度までの介護保険料率を定める
こと等に伴い、規定の整備を行うもの ◎可決

第25号議案

朝倉市指定居宅介護支援等の事業
の人員及び運営に関する基準等を
定める条例の一部を改正する条例
の制定について

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準及
び指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関す
る基準等の一部を改正する省令の一部を改正する省令が公
布されたことに伴い、規定の整備を行うもの

◎可決

第36号議案 指定管理者の指定について
対象の施設：朝倉市健康福祉館
指定管理者：株式会社クリーン商会
指定の期間：令和 3 年 7 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日まで

◎可決

建設経済常任委員会

第４号議案 令和３年度朝倉市簡易水道特別会計予算について ◎可決

第８号議案 令和３年度朝倉市工業用地造成事業特別会計予算について ◎可決

第 9 号議案 令和３年度朝倉市工業用水道事業会計予算について ◎可決

第10号議案 令和３年度朝倉市水道事業会計予算について ◎可決

第11号議案 令和３年度朝倉市下水道事業会計予算について ◎可決
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【議案等の審議結果】 あさくら市議会だより 令和3年6月1日号



 

3月定例会で審議した議案等の結果です ◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり議案番号 議案の件名 議案の内容

建設経済常任委員会

第17号議案 令和２年度朝倉市工業用水道事業会計補正予算（第１号）について ◎可決

第18号議案 令和２年度朝倉市水道事業会計補正予算（第１号）について ◎可決

第19号議案 令和２年度朝倉市下水道事業会計補正予算（第１号）について ◎可決

第20号議案
県営住宅恵比須団地汚水処理施設
管理基金条例を廃止する条例の制
定について

県営住宅恵比須団地が公共下水道に接続したことに伴い、
県営住宅恵比須団地汚水処理施設管理基金を廃止するもの ◎可決

第26号議案
朝倉市市道の構造の技術的基準を
定める条例等の一部を改正する条
例の制定について

道路法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整
備に関する政令が公布されたことに伴い、規定の整備を行
うもの

◎可決

第27号議案

朝倉市水道事業、工業用水道事業
及び下水道事業の設置等に関する
条例の一部を改正する条例の制定
について

水道事業の給水区域を拡張すること等に伴い、規定の整備
を行うもの ◎可決

第29号議案 朝倉市池の迫団地条例の制定につ
いて

松末地域の定住人口の増加を図るため、朝倉市杷木星丸に
池の迫団地を設置するもの

◎可決

第32号議案
工事委託に関する協定の締結につ
いての議決内容の一部変更につい
て

普通河川奈良ヶ谷川（通堂川）災害復旧工事の協定額を変
更するもの
変更前「２６億８, ８７４万４, ０００円」
変更後「２０億８, ４９３万円」

◎可決

第33号議案 工事請負契約の締結についての議
決内容の一部変更について

普通河川平川災害復旧工事の工事概要及び請負契約額を変
更するもの
変更前「請負契約額　２億９, ９２０万円」
変更後「請負契約額　３億５４５万９, ０００円」

◎可決

第34号議案 工事請負契約の締結について

工事箇所：朝倉市杷木星丸地内
工事概要：農地改良復旧（区画整理）工事一式
　　　　　整地工 12.18 ヘクタール
請負契約額：３億４, ５３０万１, ０００円
工事請負人：株式会社協和工業

◎可決

第35号議案 市道路線の認定について 土
つちとり

取９号線 ◎可決

予算審査特別委員会

第２号議案 令和３年度朝倉市一般会計予算について ◎可決

その他

報告第１号 専決処分の報告について（交通事故による損害賠償） 報告済

報告第2号 専決処分の報告について（交通事故による損害賠償） 報告済

報告第3号 専決処分の報告について（物損事故による損害賠償） 報告済

第１号議案 専決処分について（令和２年度朝倉市一般会計補正予算（第７号）） ◎承認

第12号議案 令和２年度朝倉市一般会計補正予算（第 8 号）について ◎可決

第38号議案 令和２年度朝倉市一般会計補正予算（第 9 号）について ◎可決

第39号議案 令和２年度朝倉市一般会計補正予算（第 10 号）について ◎可決

第40号議案
～第45号議案 朝倉市固定資産評価審査委員会委員の選任について ◎同意

意見書案第1号 全企業を対象とした「永久劣後ローン」融資制度の創設を求める意見書の提出について ◎可決

発議案第１号 朝倉市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について ◎可決

発議案第2号 朝倉市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について ◎可決
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【議案等の審議結果】あさくら市議会だより令和3年6月1日号



	

○中小事業者への支援事業費……………………………………………………………９,０００万円　

　令和３年１月から３月までのいずれかの月の売上げが減少し、給付要件を満たす事業者へ

　法人事業者 20 万円、個人事業者 10 万円の支援金を給付します。

○宿泊事業者への支援事業費（第２弾） ………………………………………………１,７８１万円

　令和３年１月から３月までのいずれかの月の売上げが減少し、給付要件を満たす宿泊事業者へ

　支援金を給付します。

○避難所における新型コロナウイルス感染症対策経費（第２弾） ……………… １，５００万円

　避難所での感染予防のための消毒液、液体せっけん、プライベートルーム等を購入します。

○路線バス・貸切バス・タクシー事業者への支援事業費（第２弾） …………………９１０万円

　令和３年１月または２月の売上げが減少し、給付要件を満たす市内を運行する路線バス

　事業者、市内の貸切バス事業者およびタクシー事業者へ支援金を給付します。

○甘木鉄道（株）への沿線自治体による支援事業費……………………………………８３０万円

○朝倉診療所新型コロナウイルス感染症対策経費…………………………………………９７万円

　　○地域振興基金積立金…………………………………………………………… ９億５，０００万円
　　○小中学校特別教室空調整備事業費…………………………………………… ２億３，０９４万円
　　○福岡県知事選挙事業費……………………………………………………………… ２，０００万円
　　　※他に、 住宅新築資金等貸付特別会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険
　　　特別会計、水道事業会計、工業用水道事業会計および下水道事業会計の予算の補正が行われました。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策�

市
独
自
支
援
策

１月補正予算の概要
《一般会計》…………………………………………………………………………………………３億円
　　　　○新型コロナウイルス感染症に係る予防接種事業費………………………………………… ３億円

新型コロナウイルス新型コロナウイルス
感染症対策費に感染症対策費に約１億4,118万円約１億4,118万円

令和２年度３月補正予算令和２年度３月補正予算

３月補正予算の概要
《一般会計》………………………………………………………………………△３９億７,３６３万円

※下記以外に、基金積立、事業費確定に伴う国県への返還金、事業に伴う県負担金、
　既定経費の減額や災害復旧費の増減額等があります。

　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
で
左
記
の

意
見
書
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
関

係
機
関
等
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

【
意
見
書
要
旨
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
、
多
く
の
企
業
が
売
上

減
少
に
よ
る
休
業
や
資
金
繰
り
の
危
機

に
直
面
し
、
廃
業
や
倒
産
に
追
い
込
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
様
々
な
緊

急
融
資
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、
借

入
が
増
え
る
と
返
済
の
負
担
が
増
え
、

さ
ら
に
状
態
が
悪
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

地
域
経
済
の
基
盤
を
担
う
中
小
企

業
を
存
続
さ
せ
、
多
く
の
雇
用
を
維
持

す
る
た
め
の
支
援
策
と
し
て
、ま
た
、中

小
企
業
と
共
存
共
栄
を
図
る
地
域
金

融
機
関
を
支
援
す
る
対
策
と
し
て
「
永

久
劣
後
ロ
ー
ン
」
融
資
制
度
の
創
設
を

求
め
る
も
の
。

【
提
出
者
】

　

中
島　

秀
樹
、
半
田　

雄
三

 

全
企
業
を
対
象
と
し
た
「
永
久
劣

後
ロ
ー
ン
」
融
資
制
度
の
創
設
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

意

見

書
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【補正予算・意見書】 令和3年6月1日号あさくら市議会だより



	 令和３年第２回臨時会
（令和３年5月７日開催）

令和３年第２回臨時会を５月７日に開会しました。
臨時会では、議案６件の審議、議長および副議長の選挙、各常任委員および議会運営委員の選任等を行いました。
議案６件はいずれも全会一致で可決・承認・同意され、また、新しい議会の構成（17 ページに詳細）が決まりました。

朝
倉
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員

人人
事事
案案
件件

 

５月７日臨時会で審議した議案等の結果です ◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり議案番号 議案の件名 議案の内容

環境民生常任委員会

第46号議案 専決処分について（朝倉市税条例等の一部を改正する条例） ◎承認

第47号議案 専決処分について（朝倉市介護保険条例の一部を改正する条例） ◎承認

第48号議案 専決処分について（朝倉市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準を定める条例等の一部を改正する条例） ◎承認

その他

第49号議案 専決処分について（令和 3 年度朝倉市一般会計補正予算（第１号）） ◎承認

第50号議案 令和 3 年度朝倉市一般会計補正予算（第 2 号）について ◎可決

第51号議案 朝倉市教育委員会教育長の任命について　　　　　　　　　 ◎同意

4月補正予算の概要
《一般会計》�…………………………………………………………………………………… ５, ０００万円
　　○子育て世帯への生活支援特別給付金事業費…………………………………………… ５, ０００万円

　　　　令和３年４月分の児童扶養手当を受給しているひとり親世帯等に対し、児童一人当たり５万円を
　　　　支給します。

5月補正予算の概要
《一般会計》�…………………………………………………………………………………… ７, ９２３万円

　　　　　　〇博多和牛等生産基盤確保対策事業費………………………………………… １, ９９５万円

　　　　　　　売上げが減少した和牛生産農家の経営規模維持のため、和牛子牛の導入経費を助成し、生産
　　　　　　　基盤を確保します。

※下記以外に既定経費の減額があります。

○プレミアム商品券発行事業補助金…………………………………………………　５,０００万円　

　コロナ禍の影響を受ける市内の商工業者を支援するため、プレミアム付商品券を発行します。

○学習支援員・スクールサポートスタッフによる教育支援事業費……………　２,０６４万円

　感染リスク軽減のための環境づくりや授業の支援を行う学習支援員および換気、消毒等の業務

　支援を行うスクールサポートスタッフを各小・中学校に配置します。

○乳幼児健診における新型コロナウイルス感染症対策経費……………………　６３万４千円

　より一層の感染拡大防止のため、健診会場内の誘導、相談等に従事するスタッフを増員します。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
市
独
自
支
援
策

小こ
ば
や
し林 

由ゆ

み

こ

美
子 

氏
（
堤
）

中な
か
お尾 

勝か
つ
ゆ
き幸　

 

氏
（
堤
）

菊き
く
ち池 

英ひ
で
と
し俊　

 

氏
（
甘
木
）

藤ふ
じ
の野 

眞ま

な

ぶ

奈
夫 

氏
（
堤
）

井い
の
う
え上 

博ひ
ろ
ゆ
き之　

 

氏
（
長
渕
）

草く
さ
ば場 

雅ま
さ
の
り徳　

 

氏
（
下
浦
）

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

で
次
の
方
々
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
第
２
回
臨
時
会

で
次
の
方
の
任
命
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た
。

朝
倉
市
教
育
委
員
会

教
育
長

早は
や
の野　

展の
ぶ
お生　

氏（
一
木
）
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【臨時会・人事案件】令和3年6月1日号 あさくら市議会だより



　委員会条例の規定により、各常任委員および議会運営委員の
　選任が行われました。新しい委員会の構成をご紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

環
境
民
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

【
前
列
右
か
ら
】

◎　

大
庭　

き
み
子

○　

北
川　

清
文

【
後
列
右
か
ら
】

　
　

熊
本　

正
博

　
　

小
島　

清
人

　
　

堀
尾　

俊
浩

　
　

仲
山　

寛

【
前
列
右
か
ら
】

◎　

鹿
毛　

哲
也

○　

北
川　

清
文

【
後
列
右
か
ら
】

　
　

柴
山　

恭
子

　
　

加
藤　

正
二

　
　

大
庭　

き
み
子

　
　

浅
尾　

静
二

【
前
列
右
か
ら
】

◎　

柴
山　

恭
子

○　

加
藤　

正
二

【
後
列
右
か
ら
】

　
　

半
田　

雄
三

　
　

佐
々
木　

明
子

　
　

中
島　

秀
樹

　
　

徳
永　

秀
俊

【
前
列
右
か
ら
】

　
　

鹿
毛　

哲
也

○　

内
田　

恵
三

【
後
列
右
か
ら
】

　
　

実
藤　

輝
夫

　
　

手
嶋　

栄
治

　
　

梶
原　

康
嗣

◎　

浅
尾　

静
二

議　長

半田　雄三

副 議 長

小島　清人

◎委員長
○副委員長

ご
あ
い
さ
つ

　

深
緑
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
は
格
別
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
５
月
７
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議

員
各
位
の
推
拳
に
よ
り
、
議
長
お
よ
び
副
議
長
に
就

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
、
責
任
の
重
さ
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

朝
倉
市
に
と
っ
て
、
災
害
か
ら
の
復
旧
は
喫
緊
の

課
題
で
す
が
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
加
え
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
、
他
に
も

課
題
は
山
積
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

未
来
の
朝
倉
市
の
発
展
と
、
よ
り
良
い
市
民
生
活

の
実
現
の
た
め
、
公
正
・
公
平
を
心
が
け
な
が
ら
、

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

議
会
の
活
性
化
お
よ
び
議
会
運
営
の
向
上
に
も
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新しい議会の構成が決まりました新しい議会の構成が決まりました
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【正副議長挨拶・新委員会構成】 令和3年6月1日号あさくら市議会だより



6月10日

11  ・  14日
15～16日
　　17日

18・21・22日
23・24日

25日

６月議会　会期日程（予定）

　

平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪

雨
か
ら
４
年
目
の
梅
雨
の
時
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。今
年
こ
そ

は
、災
害
の
な
い
梅
雨
で
あ
っ
て

欲
し
い
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
朝

倉
市
で
も
感
染
が
広
が
っ
て
お

り
、国
内
で
は
変
異
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
感
染
も
多
数
確
認
さ

れ
、厳
し
い
状
況
は
続
い
て
い
ま

す
。今
ま
で
ど
お
り
３
密
を
避

け
、手
洗
い
、マ
ス
ク
着
用
、換

気
を
し
て
い
く
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
も
始
ま
り
ま
し

た
。で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に

接
種
し
て
も
ら
い
、平
常
の
生
活

に
早
く
戻
れ
る
よ
う
に
、そ
し

て
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

編
集

記
後

◎ 開会
○ 会期の決定
○ 会議録署名議員の指名
○ 議案等の上程
○ 提案理由の説明
　 ( 考案日 )
○ 一般質問
○ 一般質問
○ 議案等の質疑
○ 議案等の委員会付託
◇ 常任委員会
    （事務整理日）
○ 議案等の審議
○ 諸般の報告
◎ 閉会

広報委員会も　　　　　 バトンタッチ広報委員会も　　　　　 バトンタッチ

　６月定例会の会期日程は、６月４日（金）開催予
定の議会運営委員会で変更になる場合があります。
　請願書および陳情書の締め切りは、６月２日（水）
です。ご不明な点等ございましたら、朝倉市議会事
務局にお尋ねください。

あさくら市議会だより 発行：朝倉市議会　　編集：広報委員会    〒838-8601　福岡県朝倉市菩提寺412番地2
Tel:(0946)22-1111(代表)  Fax:(0946)22-1125  E-mail:gikai@city.asakura.lg.jp

一
部
事
務
組
合
等

議
員
の
変
更

甘
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朝
倉
広
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町
村
圏

事
務
組
合
議
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田　
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小
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組
合
議
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雄
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小
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人
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俊
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内
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恵
三

　
　

鹿
毛　

哲
也

　
　

熊
本　

正
博

　
　

徳
永　

秀
俊

久
留
米
市
外
三
市
町
高
等
学
校

組
合
議
会
議
員（
２
人
）

　
　

柴
山　

恭
子

　
　

加
藤　

正
二

　  

広
報
委
員
長
あ
い
さ
つ

　

令
和
の
時
代
の
幕
開
け
と

同
時
に
構
成
さ
れ
た
こ
の
広

報
委
員
会
は
、未
経
験
者
と
新

人
ば
か
り
で
多
難
な
船
出
で

し
た
。

　

朝
倉
市
で
は
九
州
北
部
豪

雨
災
害
の
復
旧
・
復
興
を
中
心

に
国
道
３
２
２
号
の
八
丁
ト
ン

ネ
ル
開
通
や
小
石
原
川
ダ
ム

の
竣
工
等
、大
型
事
業
が
相
次

ぎ
、ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、未
だ

に
収
束
が
見
込
め
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
様
に
少
し
で
も

わ
か
り
や
す
い
「
議
会
だ
よ

り
」を
と
心
掛
け
て
全
員
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
と
も
ご
理
解
、ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

内
田　

恵
三

旧

　

  

広
報
副
委
員
長
あ
い
さ
つ

　
「
伝
え
る
」こ
と
は
難
し
い
。

広
報
委
員
と
し
て
議
会
だ
よ

り
に
携
わ
り
３
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、広
報
の
奥
深
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

筆
を
と
り
、
紙
面
と
向
き

合
う
と
、つ
い
伝
え
た
い
伝
え

た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な

り
、情
報
を
詰
め
込
ん
で
し
ま

い
ま
す
。

　

し
か
し
、そ
れ
で
は
一
方
的

に
伝
達
す
る
に
留
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。そ
れ
で
は
意
味
が
な

い
で
す
よ
ね
。

　

わ
か
り
や
す
く
、見
て
み
た

い
と
思
わ
れ
る
よ
う
、「
伝
わ

る
」議
会
だ
よ
り
を
み
な
さ
ん

と
と
も
に
作
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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